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くまがや自治連だより

「
今
後
の
自
治
会
に
つ
い
て
」

　
副
会
長
　
出
井
　
哲
司

　
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
は
、昔
の
よ

う
に「
行
事
を
運
営
す
る
だ
け
の
組

織
」か
ら「
地
域
の
課
題
を
一
緒
に
解

決
し
て
い
く
チ
ー
ム
」へ
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。少
子
高
齢

化
や
災
害
、高
齢
者
の
孤
立
な
ど
の

問
題
に
対
す
る
た
め
に
、

①
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
参
加

　
し
や
す
い
柔
ら
か
い
活
動

②
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

　
情
報
共
有

③
行
事
だ
け
で
な
く「
防
災
・
福
祉
・

　
見
守
り
」な
ど
、暮
ら
し
の
安
心
に

　
つ
な
が
る
活
動

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
力
を
入
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、こ
れ
か
ら
の
自
治
会
は
、

み
ん
な
で
地
域
を
守
り
、助
け
合
い
、

つ
な
が
り
を
つ
く
る
場
へ
と
進
化
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。み
ん

な
で
地
域
を
守
り
、助
け
合
う「
協

働
」「
共
助
」の
精
神
を
持
ち
、よ
り

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
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会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会 長 橋本　弘

　
去
る
五
月
に
令
和
七
年
度
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、全
て

の
議
案
と
と
も
に
、不
肖
な
が
ら
会
長
と
し
て
御
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、職
務
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
自
治
会
長
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
連
合
会
事
業
に
御
理
解
・
御
協
力
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、小
紙
を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、

日
頃
か
ら
自
治
会
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
の
時
代
も
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
お
り
、私
た
ち
の
暮
ら
し
も
大
き

な
変
化
や
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、自
然
災
害
へ
の
備
え
や
新
し
い

生
活
様
式
、ま
た
多
様
な
世
代
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
尊
重
し
合
う
社
会
の
実
現

が
、い
っ
そ
う
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、地
域
の
つ
な
が
り
が
持
つ
力
を
大
切
に
し
、

支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。自

治
会
活
動
は
、防
災
や
防
犯
、環
境
美
化
、福
祉
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
役
割

を
持
ち
、地
域
の
安
全
と
安
心
、そ
し
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
お
り

ま
す
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、決
し
て
役
員
や
担
当
者
だ
け
で
成
し
遂

げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
人
一
人
が
で
き
る
範
囲
で
力
を
出
し
合
い
、

助
け
合
う
こ
と
で
初
め
て
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
近
年
は
、少
子
高
齢
化
や
多
様
な
価
値
観
に
即
し
た
新
た
な
地
域
課
題

も
生
じ
て
お
り
ま
す
。世
代
や
立
場
の
違
い
を
超
え
た
交
流
や
、地
域
の
特
質
を

生
か
し
た
新
し
い
取
り
組
み
へ
の
挑
戦
も
、今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。皆
様
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
、柔
軟
か
つ
前
向
き
に
地
域
課
題
に

取
り
組
み
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、自
治
会
連
合
会
お
よ
び
各
自
治
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
長
紹
介

※赤字は地区連合会長
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岡　

康
伸

宇
野　

悦
朗

内
田　

功
一

鎌
田　

正
志

松
本　

稔
男

石
原
三
丁
目
第
１

石
原
三
丁
目
第
２

石
原
三
丁
目
第
３

石
原
第
４

本
石
二
丁
目
第
１

本
石
二
丁
目
第
２

本
石
二
丁
目
第
３

本
石
二
丁
目
第
４

本
石
二
丁
目
第
５

聖
天

上
植
木

坪
井
第
１

坪
井
第
２

自
治
会
名

会
長
名

上 石 本石二丁目 石 原

西
２
区三

尻
西
部

三
尻
中
部

三
尻
東
部

拾
六
間
第
１

拾
六
間
第
２

拾
六
間
第
３

新
堀
新
田

自
衛
隊
官
舎
地
区

女
堀

上
川
原

武
体

西
川
原

赤
城

川
原
明
戸

中
郷

広
瀬
東
部

広
瀬
西
部

小
島

広
瀬
中
部

野
鳥
の
森

外
原

新
堀
新
田
北
部

こ
と
ぶ
き
団
地

籠
原
住
宅
連
合

美
土
里
町

籠
原
団
地
第
１

籠
原

籠
原
南

日
神
パ
レ
ス
テ
ー
ジ
籠
原

栁
澤　
一
正

権
田　

健
一

荻
野　

雪
光

根
本　

義
人

細
野　

辰
夫

斉
藤　

治
久

神
田　
　

勇

中
村　

雄
輔

澤
田　
　

寬

富
田　

彰
男

奥
山　

康
夫

飯
田　
　

武

飯
田　

佳
則

京
島　

久
光

馬
場　

貴
幸

長
谷
川
忠
義

井
原　

英
行

西
浦　

孝
英

石
井　

賢
二

斉
藤　
　

昇

藤
野　

和
夫

佐
藤　
　

保

野
口　

幸
男

加
藤　

郁
雄

堀
口　

靖
夫

柏
﨑　
　

薫

宗
我
部
悦
功

市
川　

啓
二

米
良　
　

厚

自
治
会
名

会
長
名

三 尻大 麻 生籠 原

小
澤　

正
道

原　
　

邦
夫

野
口　

隆
之

野
口　

幸
雄

広
沢　
　

勇

長
井　

淳
一

𠮷
田　
　

晃

堀　

喜
久
男

野
口　

久
夫

倉
崎　
　

勉

辰
野　

敦
子

砂
堀 

宮
前
東
部

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町

村
岡

万
吉

平
塚
新
田

楊
井

熊
谷
ハ
イ
タ
ウ
ン

ダ
イ
ア
パ
レ
ス

　
リ
バー
コ
ー
ト
熊
谷

自
治
会
名

会
長
名

吉 岡 荒 川

成田西部玉 井新 堀別 府

別 府



成
沢

萩
原　

聖
一

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

妻
沼
地
区

（4）

大
里
地
区

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

　
ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管

理
さ
れ
る
こ
と
、暗
い
道
に
防

犯
灯
が
と
も
る
こ
と
、災
害
時

の
た
め
の
備
え
な
ど
、普
段
の

地
域
生
活
を
暮
ら
し
や
す
く
す

る
た
め
、自
治
会
は
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治

会
未
加
入
の
方
も
、地
域
の
大

切
な
一
員
で
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、自
治
会
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

江
南
地
区

令
和
7
年
9
月
1
日
現
在

全
自
治
会
数 　
３
６
２
自
治
会

太 田長 井秦

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

宮
澤　
一
夫

塚
越　

晴
男

掛
川　
　

実

大
島　
　

仁

関
根　

久
夫

栗
原　

茂
司

三
間　

康
久

𠮷
場　

秀
男

大
岡　
　

晋

秋
山　

正
巳

坂
本　

麗
子

堀
ノ
内　

勝

山
崎　

秀
樹

梶
山　

吉
勇

藤
原　

慎
一

長
島　

利
夫

大
谷　

芳
男

松
本　

幸
代

関
口　

俊
雄

大
鷲　

雅
明

柿
沼　
　

稔

村
田　

英
明

岡
戸　

武
男

須
田　
　

明

嗔
木　

政
雄

鈴
木　

弘
康

小
笠
原
和
男

堀
口　
　

栄

堀
口　
　

明

青
木　

孝
祐

白
石　

輝
男

大
澤　
　

博

塚
田　

秀
男

舞
原　

博
行

江
森　
　

護

大
島　
　

務

吉
川　

勝
則

須
永　

常
夫

齊
藤　

利
幸

原
口　

仲
雄

増
田　

淑
仁

松
島　
　

弘

𠮷
野　

信
一

山
崎　
　

武

石
井　

好
彦

菊
地　

豊
一

小
林　

正
俊

齊
藤　

俊
一

自
治
会
名

会
長
名

𠮷
田　
　

茂

井
上　

盛
幸

長
谷
川
新
吉

五
十
嵐　

清

島
田　

春
男

蝦
名　

秀
雄

手
嶋　

茂
春

吉
野　

將
男

田
口　
　

茂

小
﨑　
　

寿

手
島　

恵
作

大
河
原　

徹

新
井　

博
之

斉
藤　
　

昇

小
林　
　

茂

須
長　
　

栄

金
井　

文
夫

鴫　
　

富
之

福
島　

尚
之

三
井
倉
昭
一

須
藤　

昌
美

金
子　

恭
子

悴
田　
　

崇

渡
邉　

毅
志

自
治
会
名

会
長
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

※赤字は地区連合会長

妻 沼

若
宮
・川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

岡
田　

仁
一

内
田　
　

忍

荻
野　
　

隆

佐
藤　

啓
一

矢
嶋　

廣
明

逸
見　

忠
男

筑
井　
一
郎

竹
内　
　

勝

野
田　

雅
生

神
山　
　

亨

椴
山
美
智
也

数
馬　

安
男

井
川　
　

豊

小
林　

信
一

小
林　

常
男

市
川　

弘
和

白
石　
　

隆

飯
島　

弘
充

渡
辺
志
津
子

栗
田　
　

実

堀
越　

秀
弘

代
島　
一
夫

柿
沼　

秀
幸

黒
井
登
起
雄

江
黒　
　

務

神
山　

幸
夫

石
井　
　

守

高
柳　
　

勤

大
門　

広
志

門
倉　
　

進

鎌
滝　
一
夫

神
山　

英
明

戸
井
田　

猛

谷
鹿　

文
雄

齊
藤　

泰
男

田
中　

栄
三

堀
越　

新
一

自
治
会
名

会
長
名

男 沼

江 南

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

与
川　
　

明

馬
場　
　

昇

堀　
　

順
一

髙
橋　

良
男

新
井　

幸
男

髙
橋　

雄
一

長
谷
川
知
義

井
田　

秀
夫

福
島　

達
也

滝
田　

拓
美

福
島　

正
芳

水
野　

辰
夫

橋
本　
　

弘

橋
本　
　

茂

野
部　

享
司

三
嶋　

陽
子

笠
原
喜
久
男

飯
島　

恵
二

宇
治
川
忠
則

冨
田　

利
夫

山
根　

裕
美

氏
家
由
紀
子

千
脇　

憲
治

自
治
会
名

会
長
名

大 里



　

曙
・
万
平
町
自
治
会
連
合
会
は
、
記
録
に
よ
れ
ば
昭
和
三
十

七
年
、
曙
町
自
治
会（
二
百
三
十
世
帯
）に
て
発
足
、
七
年
後
の

昭
和
四
十
四
年
に
万
平
町（
百
二
十
世
帯
）が
加
入
し
、
曙
町
自

治
会
連
合
会
と
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
、
現
在
の
曙
・
万
平
町

自
治
会
連
合
会
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
治
会
組

織
を
持
つ
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
三
自
治
会
が
加
わ
り
、
現
在
、
十
二

自
治
会
、
約
千
百
世
帯
で
連
合
組
織
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
八
年
、
焼
失
し
た
曙
公
民
館
を
曙
・
万
平
町
自
治
会
館

と
し
て
再
建
し
、
現
在
、
自
治
会
内
外
の
拠
点
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

当
地
域
は
、
熊
谷
駅
南
口
よ
り
南
東
へ
続
く
閑
静
な
住
宅
地

と
な
っ
て
お
り
、
駅
南
口
か
ら
南
へ
七
分
ほ
ど
歩
く
と
熊
谷
桜
堤

へ
、
南
東
へ
五
分
ほ
ど
で
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
の
万
平
公

園
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
荒
川
堤
防
と
高
崎
線
に
挟
ま
れ
た
特
殊
な
立
地
と
、

長
い
間
、
駅
南
口
が
開
通
し
な
か
っ

た
こ
と
も
相
ま
っ
て
商
業
的
な
発

展
は
遅
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
代
わ

り
に
商
業
施
設
も
少
な
く
静
か
な

住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先
人

の
時
代
か
ら
自
治
会
活
動
に
と
ど

ま
ら
ず
公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
長
寿
会
、
子
ど
も
会
な
ど
、

各
団
体
が
大
変
熱
心
に
地
域
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
自
治
会
活
動
は
、
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
自
治
会
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
高
齢
者

の
リ
タ
イ
ア
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
で
子
供
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
保
護
者
の
方
々

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
は
、
異
常
な
猛
暑
で
行
事
を
行
な

う
対
策
に
も
限
界
が
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
現
在
の
活
動
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

町
内
で
何
十
年
も
続
い
て
い
る
行
事
の
一
つ
で
、
毎
年
七
月
の

海
の
日
が
絡
む
週
の
土
、
日
、
月
の
三
日
間
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
半
纏
を
身
に
着
け
、
お

囃
子
會
が
お
囃
子
を
演
奏
し
、
子
供

神
輿
が
町
内
を
く
ま
な
く
巡
行
し
て
い

ま
し
た
が
、
猛
暑
に
よ
り
年
々
巡
行

コ
ー
ス
が
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
日

の
夕
方
か
ら
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
今
で
も
大
盛
況
で
す
。
し
か

し
、
来
年
の
開
催
は
秋
口
に
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
四
・
五
十
代
の
現
役
世
代
が

中
心
と
な
り
、
盆
踊
り
が
二
十
年
ぶ
り

に
復
活
し
ま
し
た
。
子
供
か
ら
大
人
ま

で
町
内
全
体
で
楽
し
め
る
事
業
へ
と
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
雨
の
中
、
三
百
人
強
、
今
年
は

七
百
人
弱
の
来
場
者
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
十
月
の
ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
は
、
桜
木
小
学
校
の
校
庭
で
、

地
区
体
育
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
を
も
っ
て
終
了
し

ま
し
た
。
代
わ
り
に
今
年
は
、
体
育
祭
で
一
番
人
気
の
あ
っ
た
パ

ン
食
い
競
争
に
特
化
し
、
心
機
一
転
万
平
公
園
に
て
、
校
区
連
絡

会
と
の
共
催
で「
め
ざ
せ
世
界
最
大
パ
ン

食
い
競
争
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。
地

区
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

曙
町
、
万
平
町
に
一
つ
ず
つ
あ
っ
た
パ

ト
ロ
ー
ル
団
体
で
す
が
、
人
材
不
足
を

理
由
に
今
年
の
春
、
両
方
と
も
活
動
を

終
了
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
昨
年
新
た

に
発
足
し
た「
お
散
歩
パ
ト
ロ
ー
ル
」と

い
う
団
体
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

市
の
指
針
で
あ
る「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
参
考
に
作
っ
た
団
体
で
、
防
犯
グ
ッ

ズ
を
装
着
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
な
る
と
い
う
手
軽
さ
か
ら
、
多
く
の
方

が
興
味
を
も
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
歴
史
の
あ
る
行
事
で
、
毎
年
、

年
の
初
め
に
、
日
の
出
前
か
ら
各
団
体
の

代
表
や
一
般
の
方
々
が
桜
堤
に
集
ま
り
、

用
意
し
た
甘
酒
や
お
酒
を
飲
み
、
新
年
の

挨
拶
を
し
て
、
日
の
出
に
合
わ
せ
皆
で
万

歳
三
唱
を
し
ま
す
。

　

他
に
も
、
春
秋
の
防
災
訓
練
や
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
、
５
３
０

運
動
等
、
今
回
紹
介
出
来
な
か
っ
た
活
動
も
や
っ
て
い
ま
す
。

（5）

◇
曙・万
平
町
自
治
会
連
合
会
◇

会
長  

橋
本
　
昌
克

万
平
公
園
納
涼
盆
踊
り

夏
祭
り

活
動
内
容
の
紹
介

め
ざ
せ
世
界
最
大
パ
ン
食
い
競
争
祭
り

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

初
日
の
出
を
拝
す
る
会

自
治
会
の
紹
介
・
地
区
の
紹
介

万平公園



第
4
章
　
書
式
例

　

別
府
一
丁
目
五
丁
目
自
治
会
は
、
熊
谷
市
内
の
西

端
に
位
置
し
、
道
路
を
隔
て
隣
は
深
谷
市
と
い
う
所
に

あ
り
ま
す
。
西
側
に
一
丁
目
、
東
側
に
五
丁
目
が
あ
り
、

令
和
七
年
四
月
時
点
で
、
住
人
千
六
百
三
十
二
人
、

世
帯
七
百
四
戸
が
和
気
あ
い
あ
い
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
役
員
の
間
で
は
、
地
域
内
で
会
う
人
に
は
誰

で
も
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
こ
ん
に
ち
は
。」、

特
に
お
子
さ
ん
に
は
、「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」「
お
か
え

り
。」の
声
か
け
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
あ
い
さ
つ
は

心
を
和
ま
せ
、
住
民

同
士
の
交
流
が
生
ま
れ

ま
す
し
、
犯
罪
の
抑

制
に
も
役
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
に

は
緑
豊
か
な「
別
府
第

三
公
園
」と「
コ
ク
ー
ン

公
園
」が
あ
り
、
け
や

別
府
一
丁
目
五
丁
目
自
治
会
・
地
区
の
紹
介

活
動
紹
介

き
等
が
大
樹
に
育
ち
公
園
に
憩
い
の
木
蔭
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、公
民
館
か
ら
い
た
だ
い
た
花
を
プ
ラ
ン
タ
ー

に
寄
せ
植
え
に
し
、
藤
棚
の
下
や
ベ
ン
チ
の
周
り
に
置
い

て
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

春
と
秋
に
実
施
す
る
５
３
０
運
動
で
は
、
公
園
に
集

合
す
る
前
に
、
自
宅
か
ら
公
園
ま
で
の
間
の
ゴ
ミ
も
集
め

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
環
境
美

化
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後
四
時
か
ら
自
治
会
役
員

と
班
長
が
、
毎
月
十
五
日
の
午
後
七
時
か
ら
役
員
が
、

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
何
と
い
っ
て
も「
ゴ
ミ
問
題
」。

　

電
話
が
鳴
り
、「
会
長
！
う
ち
の
前
の
ゴ
ミ
集
積
所
が
、

カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ

て
、
道
路
い
っ
ぱ
い
に

ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る

よ
。
な
ん
と
か
し
て

く
れ
。」と
の
一
報
に
、

ほ
う
き
と
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
持
っ
て
出
か
け

ま
す
。
ま
ず
は
、
道

路
の
清
掃
で
す
。
ゴ

ミ
を
正
し
く
出
す
人
。

地
域
の
出
来
事
は
情
報
共
有

（6）

何
気
な
く「
ポ
イ
！
」と
ゴ
ミ
ネ
ッ
ト
も
掛
け
る
事
な
く

出
す
人
。“

自
治
会
ニ
ュ
ー
ス”

で
会
員
皆
様
に
注
意
喚

起
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
公
園
の
樹
木
が
枯
れ
た
。」、「
茂
り
過
ぎ
だ
。」、

「
秋
の
落
葉
の
清
掃
が
大
変
だ
。」な
ど
事
あ
る
ご
と
に
寄

せ
ら
れ
る
会
員
か
ら
の
声
は
市
へ
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
よ
っ
て
枝
打
ち
さ
れ
、
緑
豊
か
な
、
す
っ
き
り
し

た「
憩
い
の
場
」と
な
り
、
枯
木
が
伐
採
さ
れ
、
景
観
上
・

防
犯
上
も
安
全
に
な
っ
た
ら“

自
治
会
ニ
ュ
ー
ス”

で
み

な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

回
覧
形
式
で
す
が
、
今
、
地
域
で
ど
ん
な
事
が
起
き

て
い
る
の
か
、
皆
様
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

公
共
の
出
来
事
は
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
、
会
員
の
皆

様
に
周
知
・
共
有
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
誰
も
が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
が
最
高
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

会
長  

伊
藤 

終
也

◇
別
府一丁
目
五
丁
目
自
治
会
◇

別府第三公園



目
自
治
会
と
妻
沼
東

五
丁
目
自
治
会
と
の

共
催
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
児
童
減
少
や
役

員
不
足
が
進
む
中
、

共
催
は
そ
れ
ら
を
補
う

た
め
に
は
最
良
の
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
本
木
自
治
会
は
、
妻
沼
地
区
自
治
会
連
合
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

　
妻
沼
地
区
自
治
会
連
合
会
は
、
地
区
内
に
あ
る
妻
沼

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
、
年
二
回
、
文
化
的

行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
敬
老
会
記
念
式
典
の
際
に
実
施
し
て
い
る

寄
席
な
ど
の
演
芸
会
で
す
。
昨
年
度
は
、
立
川
談
慶
師
匠

の
健
康
長
寿
寄
席
で
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
の「
自
治
会
活
動

支
援
　
講
師
派
遣
事
業
」を
利
用
し
た
、
毎
年
二
月
に
実

施
す
る
文
化
講
演
会
で
す
。
昨
年
度
は
、
妻
沼
出
身
の
能

楽
師
が
所
属
す
る
大
蔵
流
の
狂
言
で
し
た
。

　
地
元
の
能
楽
師
が
狂
言
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
れ
る
な
ど
し
て
、
参
加
し
た
小
学
生
に
も
大
変
好

評
で
し
た
。

妻
沼
地
区
自
治
会
連
合
会
行
事
へ
の
参
加

（7）

　
一
本
木
自
治
会
は
、旧
妻
沼
町
の
中
心
部
の
東
側
に
位

置
し
、東
は
能
美
防
災
妻
沼
東
事
務
所
、西
は
東
武
線
跡

の
さ
く
ら
遊
歩
道
、南
は
県
道
羽
生
妻
沼
線
、北
は
利
根
川

土
手
ま
で
の
広
い
範
囲
で
す
。

　
農
地
が
多
い
で
す
が
、最
近
は
耕
作
放
棄
地
が
目
立
ち
、

そ
の
管
理
が
課
題
で
す
。

　
一
戸
建
て
世
帯
二
百
三
十
二
、ア
パ
ー
ト
世
帯
百
二
十
二
、

合
計
三
百
五
十
四
世
帯
の
妻
沼
地
区
で
は
一
番
大
き
な
自

治
会
で
す
。

　
今
後
の
自
治
会
運
営
を
考
え
、
こ
こ
二
、
三
年
、
ハ
ー

ド
面（
施
設
・
設
備
）の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
集
会
所
照
明
の
交
換

　
集
会
所
の
維
持
管
理
も

今
後
の
課
題
の
一
つ
で
す
。

蛍
光
管
の
製
造
停
止
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
長
く
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
集

会
所
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交

換
し
ま
し
た
。
経
費
を
節
約
す
る
た
め
、
器
具
の
配
線
を

変
え
る
だ
け
で
蛍
光
管
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
換
え
ら
れ
る
工
法
を

採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
照
明
は
、「
引
っ
か
け
シ
ー

リ
ン
グ
」を
取
り
付
け
、
自
分
た
ち
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
購

入
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

②
ご
み
集
積
所
の
整
備

　
ご
み
問
題
は
永
遠
の
課
題
で
す
。
市
街
地
と
違
い
、
本

地
区
は
、
家
が
密
集
し
て
い
る
所
と
そ
う
で
な
い
所
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
一
集
積
所
利
用
世
帯
が
十
数
世
帯
か
ら

五
十
数
世
帯
と
格
差
が
あ
っ
た
の
で
、
集
積
所
を
新
た
に

三
カ
所
増
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
有
地
を
借
り
て
い
た

場
所
を
返
却
し
、
集
会
所
内
に
移
転
す
る
な
ど
改
善
し
ま

し
た
。

　
妻
沼
東
一
・
三
・
五
丁
目
は
、
区
画
整
理
以
前
は
一
本

木
自
治
会
の
地
区
で
し
た
。
そ
こ
で
、
各
自
治
会
と
相
談

し
、
夏
祭
り
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
妻
沼
東
一
丁

近
隣
自
治
会
と
の
行
事
の
共
催

一
本
木
自
治
会
の
紹
介

ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み

◇一本
木
自
治
会
◇

会
長
　
矢
嶋
　
廣
明

新規集積所

集会所内に移転した集積所



自治会デジタル化支援事業の御案内
　スマホに詳しい専門講師を派遣する「自治会
出張スマホ講座」を令和７年度も引き続き実施
しています。
　派遣にあたっては条件がございますので、詳
しくは事務局にお問い合わせいただくか、自治
連ホームページを御覧ください。

熊谷市自治会連合会事務局
（熊谷市市民活動推進課内）
電話　０４８－５２４－１１２９（直通）

令
和
7
年
10
月
発
行

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

発
行

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　５月２１日（水）、大里生涯学習センター「あすねっと」において、自治会長１５６名の出席のもと、
熊谷市自治会連合会総会を開催しました。
　総会では、銀座一丁目自治会の出井会長が議長に選出され、全ての議案が承認されました。

ひ
ろ
ば

第 

33 

号

（8）

令和7年度熊谷市自治会連合会定期総会

総会議案　・令和６年度事業報告及び決算報告
　　　　　・役員選出（案）
　　　　　・令和７年度事業計画（案）及び予算（案）

総会議案は自治連ホームページでご覧いただけます。
右記QRコードを読み取るか、「熊谷市自治会連合会」で
検索すると、該当ページが見つかります。

令和7年度新任自治会長研修
　７月８日（火）、大里コミュニティセンターにおいて、新しく自治会長
になられた方を対象に、新任自治会長研修を開催し、７６名の方に
出席していただきました。研修では、熊谷市自治会連合会の鎌本副
会長に、自治会に関する講演をしていただいたほか、「地域防犯推進
委員委嘱式」を併せて開催しました。その後、１グループ１０名程度
で、自治会として抱えている問題や相談を皆さんで共有できる自治
会長同士の交流会を実施しました。

編集後記

　くまがや自治連だより「ひろば」第３３号に寄稿していただいた皆様、誠にあり
がとうございます。
　人とのつながりが希薄な昨今において、住民参加の自治会活動は極めて重
要なものと思っております。また、人生１００年時代においても、自治会活動は大
変有意義なものと思われます。
　私達の暮らす地域は、安心安全でそして住みよい環境でなければなりませ
ん。これらを実現し守るため、また、その環境を将来にわたって維持するために、
自治会活動はなくてはならないものと思われます。
　具体的には防災・清掃・福祉活動・各地区のイベント等を通じて、地域の人々
との関わりを深め、コミュニケーションを図り、体を動かすことで体も心も元気に
なります。顔を合わせ挨拶するだけでも、安心感や喜びを感じるものです。
　皆様、ぜひ自治会活動で元気で健康な生活を過ごしましょう。
　１００歳、いや１００歳以上を目標に！

熊谷市自治会連合会副会長　細井　幹夫

また、永年自治会活動に功績のあった方に対し、感謝状が贈呈されました。

https://kumagaya-jichiren.com/
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